
マラソン大会 
１２月５日（金） 武庫川河川敷公園 
 ※応援に来られる方は、西武庫公園内の階段を 

上がって、河川敷においでください。 

 
予備日：１２日（金） 武庫川河川敷公園 

 

子ども達は、寒さに負けず、さわやかマラソンに取り組み、体力作り

に励んでいます。そして、その成果を発揮するために、今年もマラソン

大会を行います。今年も昨年と同様、武庫川河川敷公園での大会となり

ます。自分の力を出し切り頑張る姿を見せてくれることでしょう。この

日は、通常通りに給食を食べ、午後も授業を行います。 
 

学習のまとめをしよう 
 

２学期もまとめの時期になりました。今までに学習してきたことを振り

返り、それらを積み重ねて次の学習へつなげられるよう、力をつけさせた

いと思っています。ご家庭でもご協力お願いします。 

充実した冬休みを！  
  

今年の冬休みは 12 月２６日から１月６日までとなっています。短い 

休みですが、年の暮れやお正月の行事などを通して、冬休みならではの 

経験をたくさんしてほしいと思います。気温も低くなり、お家で過ごす 

日も多くなりがちですが、外で元気に遊ぶなどをして、体調管理に気を 

つけてください。充実した冬休みになることを願っています。 

                              

 
 
 
 
 
 
      

    

  
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１２ 月 の 行 事 予 定 

１ 月  個人懇談会 

2 火  個人懇談会 

3 水  個人懇談会 

4 木  個人懇談会予備日 

5 金  マ ラ ソ ン 大 会 月 曜 校 時 Ａ 週 ・ 委 員 会        

５年自然学校説明会 

6 土   

7 日  

8 月   

9 火 朝礼                       

10 水   

11 木  ６校時まで授業（１－２，３－１，６－１は除く）  

12 金  マラソン大会予備日 

13 土   

14 日   

15 月  クラブ活動（最終） 

16 火 音楽集会 

17 水  

18 木   

19 金   

20 土   

21 日   

22 月  給食最終日       

23 火  天皇誕生日 

 24 水                        午前中授業 

25 木  ２学期終業式  大掃除     

26 金         冬季休業開始 

27 土   

28 日  

29 月  

30 火  

31 水  
１月の予定    ７日（水）３学期始業式   ９日（金）給食開始 

 １２日（月）～１６日（金） ５年自然学校 

 ２１日（水）避難訓練（地震）  ２７日（火）オープンスクール・講演会 
 

ぐっと気温が下がり、冬を思わせる気候の日が増えてきました。本校の木々の紅葉ももみじを残して、イチョウや桜、ケヤキはあらか

た散ってしまいました。冬はもう目の前です。 

さて、11月７日８日のオープンスクール、そして図工展には、たくさんの保護者の皆様や地域の方々にご来校いただき、本当にありが

とうございました。とくに図工展のアンケートにはとてもたくさんの方々から有意義なご感想をいただきました。ご意見を参考に、次回

の図工展に生かしていきたいと考えています。ありがとうございました。   

さて先日、ある商業施設のトイレでこんな光景を目にしました。ひとつのコンパートメントのなかから男の子のかわいいどなり

声が聞こえるのです。「このドア、ぜったいに開けるなよ！」すると、そのドアの前に立っていた父親らしい若い男性がやさしげ

な声で「わかってる。開けへんって！」。「ほんまに，開けるなよ！」とまたかわいい声。周りの人たちはその声に微笑んでいた

のですが・・・・。この場面を取り立ててどうというのではなく、最近の親子の関係について少し考えさせられました。 

友人のような親子関係とは，とてもフランク（率直で遠慮のない、気どらない）な感じがして耳触りのいい言葉なのですが、子

育てという観点で考えたときどうなのでしょう？ 親の威厳とか家長がどうというような議論ではなく、親にとって「子どもはあ

なたの友だちではない」という事実です。ふだんは友人のような関係でもいいでしょう。ですが、「ここぞ！」というときには、

きちんと親として振る舞えていますか？ 大切なときに親としてきちんと叱れたり、子どもにとってよりよいと思う判断ができて

いますか？ 子どもの気持ちを尊重する，大切にするという言葉に流されていませんか？ 子どもの思いを大切にすることは大事

です。けれど、子どもが正しく判断できることにはまだ限りがあります。子どもの気持ちを大切にしながら、親が判断し、決めて

いかなければならないことがあります。その判断に責任を持ち、子どもにことの是非を説いて聞かせるのが親というものであろう

と私は思います。ぜひ一度、それぞれのご家庭でも話し合ってみてください。 
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